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いて「合法性の確認」等の合法伐採木材等の利用を確保するた
めの措置を実施することとなった。この措置を適切かつ確実に
行う木材関連事業者は、国に登録された第三者機関である登録
実施機関に申請して登録を受けることができる。登録木材関連
事業者は、令和７(2025)年３月末時点で、729件登録されている。
第一種登録木材関連事業者17により合法性が確認された木材は、
令和５(2023)年度は約3,600万㎥と令和５(2023)年の木材需要
量の約４割となっている。 

林野庁では、情報提供ウェブサイト「クリーンウッド・ナビ」を公開し、これを通じて
合法伐採木材等に関する情報提供や、木材関連事業者の登録促進等の取組を行っている。 

なお、政府調達については、グリーン購入法に基づく基本方針の下、木材関連事業者は、
クリーンウッド法に則し、合法性の確認や分別管理等をすることとなっている。

このような中、クリーンウッド法の施行状況等を踏まえ、違法伐採対策の取組を強化す
ることを目的として、川上・水際の木材関連事業者が合法性確認等に確実に取り組むよう
義務付けることなどを内容とするクリーンウッド法の一部改正法が、令和５(2023)年４月
に成立し、令和７(2025)年４月に施行されることとなった(資料Ⅲ－９)。林野庁では、円
滑な施行に向け、全国各地で説明会や研修を実施し制度について周知しているほか、事業
者による合法性確認の取組に対する支援やシステムの整備等を行った。 

(国際的な取組) 
我が国は、木材生産国における合法性・持続可能性が確保された木材等の流通及び利用

に向けた国際支援に取り組んでいる。2024年には、国際熱帯木材機関(ITTO)を通じて支援
していた、グアテマラにおける木材サプライチェーンのトレーサビリティ向上のためのプ
ロジェクトが完了し、同国での合法で持続可能な木材サプライチェーンの構築が促進され
た(事例Ⅲ－１)。

また、「アジア太平洋経済協力(APEC)」の「違法伐採及び関連する貿易専門家グループ
(EGILAT)会合」では、2024年２月及び８月に違法伐採対策の取組状況についての情報交
換が行われた。我が国からは改正したクリーンウッド法の概要等について報告を行った。 

17 樹木の所有者から丸太を受け取り、加工、輸出等の事業を行う木材関連事業者又は木材等の輸入を行う木材関連事業
者のうち、登録を受けた者。 

クリーンウッド法に関する
情報提供ホームページ 

「クリーンウッド・ナビ」 
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riy
ou/goho/ 

クリーンウッド法改正の概要 資資料料ⅢⅢ－－９９  
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事事例例ⅢⅢ－－１１  

グアテマラでは、小規模な森林所有者や木材関連事業者の多くにとって法令遵守は労力と
コストを投じる動機づけに乏しいこと、伐採地から搬出される木材に対する行政当局の管
理・監視体制が脆弱なことなどから、木材流通の実態が不透明で潜在的に違法伐採が起きや
すい状況にあった。

同国の国立森林研究所(INAB)がこれらの課題解決に向けて実施するプロジェクトに対
し、林野庁はITTOへの資金拠出を通じて支援を行い、木材トレーサビリティの向上を図る
様々な取組を推進した。このプロジェクトの成果の一つとして、従来の方法では時間・労力・
コストの面で非効率であった木材の材積計測が、写真撮影と簡単な測定だけで可能となるス
マートフォンアプリが開発された。このアプリの活用により、林業会社の在庫管理能力の強
化、木材輸送に係る許認可取得の迅速化、行政当局の関係者による確認の効率化が図られた。
アプリ使用者からは好評を得られており、INABは現在、現場への更なる普及に取り組んで
いる。

本プロジェクトでは、このようなアプリ導入による効果に加え、小規模な森林所有者向け
の簡易な森林計画策定や、零細な木材関連事業者が法規制の下で適切に事業を行うための支
援等を実施しており、これにより、同国内における合法で持続可能な木材サプライチェーン
の構築が促進された。 

なお、2024年７月にFAOが公表した「世界森林白書2024注」において、森林部門のイノベ
ーションに関する18の優良事例の一つとして本アプリを活用した取組が紹介されるなど、他
の木材生産国での活用も期待されている。 

注：FAO (2024) The State of the World's Forests 2024: Forest-sector innovations towards a more sustainable 
future 

開発された材積推定アプリ 購入した木材に発行された合法性証明書 

国際熱帯木材機関(ITTO)への拠出によるグアテマラの木材
サプライチェーンのトレーサビリティ向上プロジェクト
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